
 名　　称 鹿沼市小中学校再編計画策定に向けた意見交換会（西中学区）について

 日　　時 令和 6 年 3 月 27 日（水）19 時 00 分～20 時 00 分

 場　　所 市民文化センター　中会議室

 出席者 参加者：3 名

 

内容及び 
結果等

＜意見交換会＞19：30～
 【質問①】 

同意とあるが、何をもって同意とするか。 
【回答①】 
自治会や保護者会から反対がある場合は同意を得られていない状態と考える

が、全員賛成という状況も想定されにくく、あくまでも、主要団体から反対の声

が上がらなければ、同意が得られたものと判断する。 
なお、住民投票等の実施は想定していない。 
 

【意見】 
保護者とお年寄りの意見は、異なる方向を向いている。保護者は、色々な子ど

も達と触れ合いながら過ごさせたいのに対し、お年寄りは小学校がなくなること

を危惧している。その結果、統廃合が進まず、子どもを地元ではない学校に通わ

せる保護者がいる現状がある。 
以前の適正配置の話合いも、自治会の反対により進まなかった経緯などがあり、

今回の統廃合も地元の声により先延ばしになるのではないかと危惧している。 
【事務局返答】 
今回の計画策定にあたっては、前回と異なり保護者から統廃合望む声が多く出

ており、そこで初めて地元が保護者の意見を認識するケースが多い印象をうける。

保護者と地域で説明会をそれぞれ開催したのも、きちんと保護者の声を拾うため

に設けたものである。 
必要に応じて地元に何度も説明をし、よりよい教育環境の形成につなげていき

たいと考えている。

 【意見】 
教育委員会が「子どもの教育のための学校再編」ということを前提に押し出し

たうえで、声を聴く相手の優先順位を決めておく必要があると考える。子ども達

のための再編が第一であり、地域コミュニティの維持は二番目だと思う。そこを

同じレベルで議論してしまうとまとまらない。 
地域の意見は、教育の話ではなく、コミュニティの話しか出ていない状態であ

る。西中に子供を通わせるために、西中学区にわざわざ引っ越しをしてきた市民

も複数人認知しており、そこを地域の人にもきちんと認識していただきたい。 
実施時期については、子どもたちのことを第一に考え、最短のスケジュールで

行くべきである。 



 【質問】 
意向調査アンケート結果を、意見交換会で説明すべきではないか。小規模校で

は、およそ７割の方が「進めるべき」と回答していることをきちんと示し、地域

の方に実情を認識してもらう必要を感じる。 
【回答】 
説明内容については、再考したい。ただし、意見交換会はあくまでも地域の方

のご意見をヒアリングすることを目的に開催するものと考えている。

 【質問】 
数年後に学校に入る子どもを持つ保護者も説明会には呼んでいるのか。 

【回答】 

小中学生の保護者に案内しているので、未就学児の兄弟が小中学校にいれば、

案内は届いている。

 【意見】 
人数の推計も示されており、保護者はある程度現状を理解していると思う。反

対意見を持つ方にも、数値と現状を示すことで少しでも意見に変化が生じること

に期待したい。 
【質問】 
市全体での同意形成を待ってからでないと統廃合に動けないのか、地区ごとに

同意形成ができたところから動くのか、どちらのイメージか。 
【回答】 
同意形成ができた地区から順次進めていく。

 【質問①】 
統廃合により教員数の充実につながるのか。 

【回答①】 
中学校の規模が大きくなることで色々な教科の教員数が増加し、質の向上につ

ながる可能性はあると考える。 
 
【質問②】 
義務教育学校や小中一貫校を北犬飼や南押原で検討していると思うが、今後市

全体として小中一貫教育を進めていきたいという考えか。 
【回答②】 
義務教育学校などは人数が多すぎると運営が困難になってしまうので、タイミ

ングや人数、立地等の条件によって適宜判断していく。北犬飼中については、校

舎の改修時期と人数規模が適切なことから、提案したものである。 
中高一貫教育を実施していく中で、顕著な効果を確認できた場合は市全体とし

ての方針を考える場合もあるかと思うが、現状は市全体で進めていくという考え

はない。 



 【意見】 
義務教育学校等については、賛否両論あると思う。小学校と中学校が別である

ことで、自身の個性や付き合う仲間を変えたり、小学６年生でリーダーとしての

能力を培う機会などがあったが、それらが失われてしまう一面があると考える。

 【質問】 
さつき小や北小のように住んでいる地域で別々の中学校に進学する事例がある

が、解消できないか。 
【回答】 
学区の変更は小規模校の統廃合よりも難しい課題があり、実現には PTA を含め

慎重に進めていく必要がある。

 【意見】 
市内で制服を統一し、バッジなどで学校ごとに異なるものを着用するようにす

れば、転校や統合があっても新調せずに済むのではないか。

 閉会

 配布資料 鹿沼市小中学校再編計画骨子、鹿沼市の小中学校の配置図、アンケート用紙


